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文典』（1 部）、『舞の本』（1 部）の 3 種類が存在していたことがわかる。な
お『日葡辞書』は 1603 年から 1604 年にかけて長崎で印刷されたもの、『日
本大文典』は 1604 年から 1608 年にかけて長崎で印刷されたもので、いわゆ
る「きりしたん版」であった。日本語学習関係ではないが『聖教精華』（3













　1590 年巡察師ヴァリニャーノが来日し（計 3 回来日している。第 1 回目

















　活字印刷機によって印刷された出版物は、1590 年から 1614 年までに 50
種とも100種とも言われ、うち32種74本が現存する。言語面から見ると、ロー



































　イエズス会による布教は 1590 年代後半から 1610 年代にその頂点を迎えた。
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２－１．『日葡辞書』















　本篇と補遺をあわせた丁数は 402（804 頁）、見出し語は、本篇 25967 語、






















のロドリゲス著『日本大文典』（1604 年～ 1608 年）の中で数多く引用され
ているので、その関連においてここで考察する。前者においては注記したも
の 70 例、しないもの 40 例以上で、そのすべてが口語体の例である。後述す
るロドリゲス著『日本小文典』（1620 年）によると、ローマ字で印刷された
























































ドレ・メストレ・ベルショール・ヌネスの書簡（1554 年 12 月 3 日）にそれ
が現れている。即ち「我ら日本に赴く者は言語を解せざるべからず」と。ま
た宣教師の中には日本語学習に励み、その成果をあげている者も現れている。
パードレ・メストレ・フランシスコザビエルの書簡（1552 年 1 月 29 日）に
は「ジョアン・フェルナンデスはレゴにしてよく日本語を話し、パードレ・













































　さらにルイス・フロイスの書簡（1564 年 10 月 3 日）によると、イルマン・
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　マカオ・コレジオは 1594 年 12 月に創建されたが、その主たる目的は日本
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